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神戸市こどもを虐待から守る条例の一部を改正する条例の件 

神戸市こどもを虐待から守る条例の一部を改正する条例を次のように制定す

る。 
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神戸市こどもを虐待から守る条例の一部を改正する条例 

神戸市こどもを虐待から守る条例（平成31年３月条例第26号）の一部を次のよ

うに改正する。 



次の表の改正前の欄に掲げる規定の下線又は太線の表示部分（以下第１号及び

第２号において「改正部分」という。）及び改正後の欄に掲げる規定の下線又は太

線の表示部分（以下第１号及び第３号において「改正後部分」という。）について

は、次のとおりとする。 

(1) 改正部分及びこれに順次対応する改正後部分が存在するときは、当該改正

部分を当該改正後部分に改める。 

(2) 改正部分のみ存在するときは、当該改正部分を削る。 

(3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改正後 改正前 

こどもは生まれた時から一人の人間

としてその権利が保障され、尊重され

るべき存在であり、健やかに成長する

権利がある。そして、神戸市民全体の幸

せであり、希望、願いでもあるこどもの

幸せの実現のためには、保護者が喜び

や生きがいを感じながら、安心して子

育てができるよう、社会全体で支援し

ていく必要がある。 

こどもは生まれた時から一人の人間

としてその権利が保障され、尊重され

るべき存在であり、健やかに成長する

権利がある。そして、神戸市民全体の幸

せであり、希望、願いでもあるこどもの

幸せの実現のためには、保護者が喜び

や生きがいを感じながら、安心して子

育てができるよう、社会全体で支援し

ていく必要がある。 

こどもへの虐待は、こどもの基本的人

権を否定する著しい人権侵害であり、

こどもの心身の健やかな成長及び人格

の形成に重大な影響を与えるもので、

理由の如何に関わらず決して許されな

い。 

こどもへの虐待は、こどもの基本的人

権を否定する著しい人権侵害であり、

こどもの心身の健やかな成長及び人格

の形成に重大な影響を与えるもので、

理由の如何に関わらず決して許されな

い。 

こうした認識の下、神戸市は、市民、

行政及び地域が一体となって、虐待の

ない子育てに優しい街を目指すととも

に、虐待が起こった時にはそれを決し

こうした認識の下、神戸市は、市民、

行政及び地域が一体となって、虐待の

ない子育てに優しい街を目指すととも

に、虐待が起こった時にはそれを決し



て許さず、こどもの生命を守ることを

最優先し、厳しい態度で臨むことが求

められている。 

て許さず、厳しい態度で臨むことが求

められている。 

こどもへの虐待をなくしていくため

には、虐待の未然防止、早期発見、早期

対応、対応後のこども、保護者等への支

援を強化・充実させていく必要がある。 

こどもへの虐待をなくしていくため

には、虐待の未然防止、早期発見、早期

対応、対応後のこども、保護者等への支

援を強化・充実させていく必要がある。 

こどもたちの幸せを守り虐待を防止

するため、全ての神戸市民が一体とな

って、地域の力でこどもと家庭を支え

る社会を推進するため、この条例を制

定する。 

こどもたちの幸せを守り虐待を防止

するため、全ての神戸市民が一体とな

って、地域の力でこどもと家庭を支え

る社会を推進するため、この条例を制

定する。 

（目的） （目的） 

第１条  この条例は、こどもを虐待か

ら守るための基本理念を定め、神戸市

（以下「市」という。）、市民、保護

者及び近親者並びに関係機関等の責

務を明らかにするとともに、市内から

虐待がなくなるよう、虐待の予防及び

早期発見並びに虐待を受けたこども

の保護その他こどもを虐待から守る

ための施策の基本的事項を定めるこ

とにより、こどもを虐待から守る施策

を総合的に推進し、もってこどもの心

身の健やかな成長及び発達に寄与す

ることを目的とする。 

第１条  この条例は、こどもを虐待か

ら守るための基本理念を定め、神戸市

（以下「市」という。）、市民（市内

で活動する者及び団体を含む。以下同

じ。）、保護者及び近親者並びに関係

機関等の責務を明らかにするととも

に、市内から虐待がなくなるよう、虐

待の予防及び早期発見並びに虐待を

受けたこどもの保護その他こどもを

虐待から守るための施策の基本的事

項を定めることにより、こどもを虐待

から守る施策を総合的に推進し、もっ

てこどもの心身の健やかな成長及び

発達に寄与することを目的とする。 

（定義） （定義） 



第２条  この条例において、次の各号

に掲げる用語の意義は、当該各号に定

めるところによる。 

第２条  この条例において、次の各号

に掲げる用語の意義は、当該各号に定

めるところによる。 

(1) ［略］ (1) ［略］ 

(2) 市民  市内在住者並びに市内で

活動する 者、団 体 及び事業 者をい

う。 

 

(3)～ (7) ［略］ (2)～ (6) ［略］ 

（市の責務） （市の責務） 

第４条 ［略］ 第４条 ［略］ 

２  ［略］ ２  ［略］ 

３  市は、前項の目的を達成するため、

関係機関等の役割その他連携に必要

な情報の共有に努めるものとする。 

 

４～８ ［略］ ３～７ ［略］ 

（市長の責務） （市長の責務） 

第８条 ［略］ 第８条 ［略］ 

２  市長は、重大と認めた事案につい

て、議会に報告しなければならない。 

２  市長は、重大と認めた事案につい

て、市会へ報告しなければならない。 

３  市長は、市の虐待対応の質の向上

及びこどもの権利擁護の推進を図る

ため、こども家庭センターにおける虐

待への対応その他の業務並びにその

実施体制について、定期的に外部の者

による評価を実施するものとする。た

だし、一時保護施設の評価の実施につ

いては、神戸市一時保護施設の設備及

 



び運営に関する条例（令和７年３月条

例第20号）に定めるところによる。 

４  市長は、前項本文の規定による評

価の結果を踏まえ、必要と認める措置

を講ずるものとする。 

（母子保健事業等との連携） （母子保健施策等との連携） 

第９条  市は、母子保健事業及び福祉

事業（以下「母子保健事業等」とい

う。）を通じ、子育て家庭が安心して

子育てができるよう支援し、家庭の

状況に応じて必要な対応を行うよう

努めなければならない。 

第９条 市は、母子保健事業を通じ、子

育て家庭が安心して子育てができる

よう支援し、家庭の状況に応じて必

要な対応を行うよう努めなければな

らない。 

２  市は、母子保健事業等を通じ、虐待

の予防及び早期発見に努めるととも

に、市民、関係機関等及び警察と連携

を図り、虐待に適切に対応しなければ

ならない。 

２  市は、母子保健事業を通じ、虐待の

予防及び早期発見に努めるとともに、

市民、関係機関等及び警察と連携を図

り、虐待に適切に対応しなければなら

ない。 

３  市は、心身の健康の保持に支障が

生じていることにより虐待を行うお

それがある保護者等を支援するため、

医療機関その他の関係機関等と連携

し、心身の健康の保持及び回復に関す

る専門的な相談その他必要な支援を

受けやすい環境の整備に努めるもの

とする。 

 

４  ［略］ ３  ［略］ 

（虐待を受けたこどもに対する保護

及び支援等） 

（虐待を受けたこどもに対する保護

及び支援等） 



第11条 ［略］ 第11条  ［略］ 

２～４ ［略］ ２～４ ［略］ 

５  市長は、法第８条の２に規定する

出頭要求及び必要な調査又は質問、法

第９条第１項に規定する立入り及び

必要な調査又は質問（以下「立入調査

等」という。）、法第９条の２第１項

に規定する出頭要求及び必要な調査

又は質問、法第９条の３第１項に規定

する臨検又は捜索及び同条第２項に

規定する必要な調査又は質問（以下

「臨検等」という。）その他の法に規

定する権限を行使し、こどもの命を守

るために必要な措置を講じなければ

ならない。 

５  市長は、法第８条の２に規定する

出頭要求及び必要な調査又は質問（以

下「出頭要求等」という。）、法第９

条第１項に規定する立入り及び必要

な調査又は質問（以下「立入調査等」

という。）、法第９条の２第１項に規

定する出頭要求及び必要な調査又は

質問（以下「再出頭要求等」という。）、

法第９条の３第１項に規定する臨検

又は捜索及び同条第２項に規定する

必要な調査又は質問（以下「臨検等」

という。）その他の法に規定する権限

を行使し、こどもの命を守るために必

要な措置を講じなければならない。 

６  ［略］ ６  ［略］ 

（虐待防止の推進） （虐待防止の推進） 

第15条  ［略］ 第15条  ［略］ 

２  ［略］ ２  ［略］ 

３  市は、虐待の予防及びその世代間

連鎖の防止を図るため、こどもが自己

の権利、生命及び身体の尊重、他者と

の適切な関係性の構築並びに支援が

必要な場合の相談の方法等について

学ぶ機会の確保及び充実に努めるも

のとする。 

 

（議会への報告及び公表） （市会への報告及び公表） 



第18条 ［略］ 第18条  ［略］ 

２  市長は、第８条第３項本文の規定

による評価を実施したときは、その評

価結果を議会に報告するとともに、市

民に公表するものとする。 

 

 

附  則  

この条例は、公布の日から施行する。 

  

理     由  

  こどもたちの幸せを守り虐待を防止するに当たり、条例を改正する必要がある

ため。 




